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＊VUCA（ブーカ）とは、Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、
Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）という4つの単語の頭文字

をとった言葉で、先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態を意味します

全国学校軽音楽部協会

軽音楽部の諸活動を通して若者の成長を応援しています

軽音楽部を知ってもらおう

地域や社会に貢献しよう

自主自律した部活動を目指そう

軽音楽部は、部活動としての歴史が浅く、古いポピュラーミュージックやバンドへの偏

見も一部に残っており、正しく認知されていないのが現状ですが、軽音楽を通した部活

動の有意義さを学校内外へ広めましょう

軽音楽部の活動は、日々の練習や演奏会などへの出演、大会やコンテストへの参加だけ

にとどまらず、音楽を通して、地域や社会貢献につながる活動をしましょう

学校教育の一環と言われる部活動のひとつとして、VUCA* と呼ばれる、正解のない時

代に翔ける人間の育成を目指し、生徒自身が考えて行動する部活動を目指しましょう
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特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org

全国約4,800校の
高校に軽音楽部を  
※現在、軽音楽部があるのは2,042校です（令和6年11月1日当協会調べ）

！

当協会の理念や活動内容にご賛同いただける方々のご寄付をお待ちしております
詳しくはこちらまで…
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　創刊から 11 年が過ぎ、雑誌、編集部、部活動、そして、顧

問の先生も等しく時を重ねました。その間、コロナ禍という未

曾有の事態に直面し、活動が制限される日々も経験しました。

教員の働き方改革や人口に占める子どもの割合の減少といった

社会の変化も、学校における部活動のあり方を問い直すきっか

けとなっています。しかし、時代や環境が変化しても学校は日々

営まれ、授業も部活動も継続されています。変化に対応しながら、

変わらずに続けることの大切さを私たちは改めて認識する必要

があります。

　「継続は力なり」という言葉が示すように、何かを続けること

は目に見えない力を生み出します。それは個人の成長につなが

り、ひいては組織全体の成長をも支える力となります。例えば、

3 年間部活動を続けた生徒は技術や体力を向上させるだけでな

く、困難に立ち向かう精神力や仲間と協力する協調性を身につけ

ます。10 年間顧問を務めた教員は生徒の成長を見守る喜びや部

活動を通して得られる経験の尊さを知ります。雑誌作りもまた、

継続の積み重ねです。毎号、テーマを決め、取材を行い、記事

を執筆します。その過程で、編集部員は様々な知識やスキルを

習得し、読者とのつながりを深めていきます。もちろん継続は

容易ではありません。困難に直面したり、壁にぶつかったりす

ることもあります。しかし、それでも諦めずに続けることこそが、

未来を拓く力となります。

　コロナ禍で活動が制限された時期、私たちはオンラインでの

交流や新たな企画に挑戦するなど、様々な工夫を凝らしました。

教員の働き方改革が進む中、部活動のあり方も見直されつつあ

ります。しかし、どのような状況にあっても、私たちは「継続

すること」を諦めませんでした。そこに必ず意味があり、価値

があると信じているからです。

　11 年という歳月は決して短いものではありません。その間に

多くの出会いと別れ、そして、数々の挑戦がありました。しかし、

私たちは1つ1つを乗り越え、成長してきました。これからも「継

続は力なり」という言葉を胸に未来へ向かって歩んでいきます。

そして、この雑誌が、部活動が、学校が、未来を担う子どもた

ちの成長を支える存在であり続けることを願っております。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長 三谷佳之
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さ
ん
の
軽
音
楽
部
と
交
流
を
し
た
り
、
軽
音
楽

系
の
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

ま
す
。

　

研
究
発
表
会
で
は
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
バ
ン

ド
だ
け
で
な
く
、
発
表
会
の
た
め
に
メ
ン
バ
ー

を
募
っ
て
組
ん
だ
バ
ン
ド
で
演
奏
を
披
露
す
る

ラ
イ
ブ
で
す
。
普
段
、
一
緒
に
演
奏
す
る
こ
と

の
な
い
メ
ン
バ
ー
と
合
奏
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
刺
激
を
受
け
て
も
ら
い
、
仲
間
と
一
緒
に
音

楽
を
奏
で
、
楽
器
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
感
じ

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
合

宿
期
間
中
も
、
い
つ
も
と
は
違
う
メ
ン
バ
ー
で

バ
ン
ド
を
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

●
貴
校
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
は
…

笹
島
：
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
た
の
で
す
が
、

本
校
軽
音
楽
部
の
目
玉
は
「
合
宿
」
だ
と
思
い

ま
す
。
１
つ
の
バ
ン
ド
に
先
輩
と
後
輩
が
必
ず

入
る
よ
う
に
バ
ン
ド
を
組
ん
で
お
り
、
先
輩
が

後
輩
た
ち
を
引
き
上
げ
つ
つ
、
後
輩
た
ち
は
普

段
は
演
奏
し
な
い
よ
う
な
難
し
い
楽
曲
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
合
宿
に
は
、
中
学
２
年
生
か

ら
参
加
で
き
る
の
で
、
中
２
か
ら
高
２
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
バ
ン
ド
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
合
宿
を
通
じ
て
、
縦
の
つ
な
が
り
が

強
固
な
も
の
に
な
れ
ば
…
と
い
う
思
い
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
日
（
取
材
時
）
が
２
日
目
な
の
で
す
が
、

朝
か
ら
ず
っ
と
ス
タ
ジ
オ
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

明
日
の
最
終
日
は
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る「
発

表
会
」
で
す
。
合
宿
を
通
じ
て
、
部
員
間
の
上

下
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な

り
ま
す
し
、
先
輩
・
後
輩
の
仲
が
良
く
な
り
、

距
離
も
グ
ッ
と
縮
ま
り
ま
す
。
中
学
２
年
生
に

し
て
み
た
ら
、高
校
２
年
生
は
大
き
な
お
兄
ち
ゃ

ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
に
見
え
ま
す
が
、
楽
器
の
演

奏
や
バ
ン
ド
活
動
に
年
齢
は
関
係
な
く
、
パ
ッ

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
で
き
ま
す
し
、
上
級
生
自

身
も
下
級
生
に
指
導
す
る
こ
と
が
自
分
の
勉
強

に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
部
活
動
を
運
営
す
る
際
の
方
針
や
目
指
し
て

い
る
も
の
は
…

笹
島
：
私
自
身
が
高
校
生
の
頃
に
所
属
し
て
い

た
部
活
動
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
残
り
続
け
る
部
活
動
で
あ
っ
て
欲
し
い
…
と

い
う
思
い
が
大
き
い
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
ど
の
よ
う
な
部
活
動
に
し
て
い
け

ば
良
い
の
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
は
、

部
活
動
の
在
り
方
や
活
動
規
模
の
縮
小
な
ど
が

話
題
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
主
体

で
あ
る
部
員
た
ち
の
「
こ
ん
な
部
活
動
に
し
た

い
」「
あ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
」
と
い
う
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
部
員
た
ち
が
中
心
と
な

る
部
活
動
に
な
れ
ば
良
い
な
…
と
思
い
ま
す
。

●
貴
校
の
部
を
一
言
で
表
す
と
、
ど
ん
な
部
活

動
で
す
か
…

笹
島
：
そ
う
で
す
ね
…
「
優
し
く
て
、
他
人
思

い
で
、
気
の
良
い
音
楽
好
き
の
集
ま
り
」
と
い

う
感
じ
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
明
る
い
子
た
ち
ば

か
り
で
、
常
に
部
活
動
を
良
く
し
よ
う
と
い
う

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
し
、
普
段
の
練
習
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
顧
問
と
し
て
も

応
援
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
三
谷
暢
之

interview

●
「
第
２
回 

全
国
高
等
学
校
軽
音
楽
部
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
バ
ン
ド
部
門
）」

で
の
優
秀
賞
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
し
た
「IN

S
O
M
N
IA

」
は
、
ど
ん
な
バ
ン

ド
で
す
か
…

笹
島
：
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会
が
主
催
し
て

い
る
「
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
近
畿
北

陸
大
会
」
に
高
校
１
年
生
の
頃
か
ら
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
バ
ン
ド
で
、
４
人
組
の
と

て
も
明
る
く
て
、
元
気
の
良
い
子
た
ち
で
す
。

い
つ
も
「
ど
の
よ
う
に
練
習
す
れ
ば
、
う
ま
く

な
れ
る
の
か
」
を
真
面
目
に
考
え
、
取
り
組
ん

で
い
る
バ
ン
ド
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自

分
た
ち
の
演
奏
を
撮
影
し
て
検
証
し
て
み
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
評
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
上
達
し
た
い
と
考
え
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
は
中
高
一
貫
校
で
、
中
学
１
年
生
の
５

月
か
ら
部
活
動
へ
の
入
部
が
解
禁
さ
れ
る
ル
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
運
動
は
苦
手
だ
か
ら
文

化
部
に
入
ろ
う
」
と
か
「
元
々
音
楽
を
聴
く
の

が
好
き
だ
か
ら
、
中
学
で
は
音
楽
系
の
部
活
が

良
い
な
…
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
や
希
望

で
入
部
し
て
く
る
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち
も
そ

ん
な
理
由
で
集
ま
っ
た
感
じ
で
す
。
当
時
は
他

に
も
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
が
い
た
の
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
の
変
更
な
ど
が
あ
り
、
現
在
の
４
名
が

残
り
ま
し
た
。
中
学
１
年
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と

同
じ
バ
ン
ド
で
活
動
し
て
お
り
、「
部
活
動
で
、

た
ま
た
ま
出
会
っ
た
４
人
組
」
と
い
う
色
合
い

が
強
い
か
な
…
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
、
今
日
ま
で
活

動
を
続
け
て
き
た
バ
ン
ド
で
す
。

●
現
任
校
へ
の
着
任
時
期
や
軽
音
楽
部
の
顧
問

歴
は
…

笹
島
：
私
は
本
校
に
着
任
し
て
、
今
年
度
で
16

年
目
に
な
り
ま
す
。
軽
音
楽
部
の
顧
問
と
し

て
は
９
年
目
で
す
。
楽
器
は
ド
ラ
ム
を
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
は
、
本
校
は
私
の

母
校
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
母
校
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
縁
が
あ
っ
て
軽
音

楽
部
の
顧
問
も
務
め
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
あ

ま
り
熱
心
に
音
楽
を
聴
い
て
い
る
方
で
は
な
い

の
で
す
が
、
高
校
生
や
大
学
生
の
頃
は
、H

i-
STAN

DARD

やBLAN
KEY JET CITY

の

楽
曲
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、G

REEN
 DAY

を
演

奏
し
た
り
、
バ
ン
ド
の
中
にLU

N
A SEA

が

好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
い
た
の
で
、
同
バ
ン
ド
の

曲
を
コ
ピ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

●
部
員
数
や
バ
ン
ド
数
、
コ
ー
チ
な
ど
は
…

笹
島
：
部
員
数
は
中
学
生
・
高
校
生
を
合
わ
せ
て
、

56
名
で
す
。
バ
ン
ド
数
は
現
在
、
８
バ
ン
ド
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
チ
は
外
部
指
導
員
と

い
う
形
で
、
卒
業
生
が
２
名
、
不
定
期
で
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
費
に
つ
い
て
は
、
部
員
か
ら
月
額

７
５
０
円
…
年
間
で
言
う
と
、
９
０
０
０
円
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。
年
間
予
算
で
新
し
い
楽
器

や
機
材
を
購
入
し
た
り
、
備
品
の
修
理
に
充
て

た
り
す
る
ほ
か
、
最
近
で
は
、
軽
音
楽
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
す
る
た
め
の
大
会
遠
征
時
の
バ
ス

代
に
充
て
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

●
普
段
の
活
動
内
容
と
年
間
を
通
し
た
行
事
な

ど
は
…

笹
島
：
活
動
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

平
日
で
、
放
課
後
の
２
時
間
で
す
。
そ
の
中
で

も
比
較
的
に
時
間
が
取
れ
る
の
が
、
火
曜
日
・

水
曜
日
・
金
曜
日
な
の
で
す
が
、
そ
の
日
は
全

員
で
基
礎
練
習
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
各
バ
ン

ド
が
ス
タ
ジ
オ
に
入
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
バ
ン
ド
練

習
の
で
き
る
部
屋
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。
８
バ

ン
ド
が
活
動
し
て
い
る
の
で
、
シ
フ
ト
を
組
ん

で
使
用
時
間
帯
を
管
理
し
て
お
り
、
ど
の
バ
ン

ド
も
週
に
３
回
程
度
は
ス
タ
ジ
オ
で
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
機
材
も
ス
タ
ジ

オ
内
に
常
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
練
習
時
間
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
た
行
事
に
つ
い
て
は
、
５
月
に

定
期
演
奏
会
、
11
月
に
桜
陵
祭
（
文
化
祭
）
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
（
取
材
時
）
は
香
川
県

の
小
豆
島
へ
合
宿
に
来
て
い
ま
す
。
毎
年
12
月

に
合
宿
（
２
泊
３
日
）
を
行
っ
て
い
る
の
と
、

２
月
に
「
研
究
発
表
会
」
と
い
う
演
奏
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
年
間
で
決
ま
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
は
４
つ
で
、
他
に
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
の
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
い
た
り
、
他
校

1983年兵庫県生まれ。2009年より三田
学園中学高等学校に勤務している。指導教
科は理科。学生時代に軽音楽と出会い、恩
師の指導を受ける。その後、縁があり軽音
楽部の顧問になり、現在に至る。音楽は聴
くのも演奏するのもどちらも好き。

笹島裕之

こ
の
先
も
残
り
続
け
る

部
活
動
を
目
指
し
て

　
主
体
で
あ
る
部
員
た
ち
の
「
こ
ん
な
軽
音
楽
部
に
し
た
い
」
と
い
う
意
見
を
取
り
入
れ
た
部
活
動
運
営

入賞校顧問に聞く

笹
島
裕
之

三
田
学
園
高
等
学
校 

軽
音
楽
部 

顧
問
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っても、メトロノームが出すテンポをしっかり

とキープする練習です。耳でメトロノームを聞

きながら合わせ、次は何かと考えもするので、

体を動かしながら頭を使うことも同時にできる

ようにする訓練でもあります。

　この練習は徐々にメトロノームのテンポを上

げていくのではなく、80、120、90、110、

75、60、100…など、速さをアットランダム

に行うと、様々なテンポチェンジに素早く対応

できるようになり、効果的です。また、譜例2

のように2人ずつペアになったり、2つのグルー

プに分かれて、別々のフレーズを叩くのも打楽

器のアンサンブルのようになり、みんなで楽し

くできると思います。

　慣れてきたら、チェンジアップのフレーズの

順番を入れ替えたり、足踏みを片足だけでなく

右左交互にするとか、パラパラのようなツース

テップや昔懐かしいボックスのステップにした

りすると難易度が上がります。

　いくらメトロノームで練習をしても「テンポ

感」は身に付きますが、「リズム感」は養われ

ません。ざっくり言うと、時間の区切りの点を

一定に保つこと（メトロノームに合わせるこ

と）がテンポ・キープで、その時間の区切りの

間を、様々な音符の長さで保つことがリズム・

キープです。逆説的に言えば、良いリズムがキ

ープされていれば、必然的にテンポは一定にな

ります。テンポが揺れている演奏は「良いリズ

ム」と感じないからです。

　リズム・キープの練習は楽器を持ってコード

や音程を決めて、同じテンポでいろいろな音符

や休符の長さを演奏することが第一歩です。ボ

ーカルは声で行い、ドラムは音の長さを調整で

きるハイハット・オープンで行いましょう。も

ちろんピアノなどを弾いても構いません。この

練習で大事なことは「発音し始める場所」や

「打点」ではなく、「音を切る場所」です。譜

例3-1で言えば、ジャン、ジャン…ではなく、

4分音符の長さをしっかりと保って、ジャー

ン、ジャーン…と演奏しましょう。同時に休符

の長さも意識すると、さらに良いでしょう。休

符は「お休みの場所」ではなく、「音のない音

符」です。4分休符の長さもしっかりと意識し

ましょう。

　メトロノームを流しながら行うことは、テン

ポをキープしながらリズム練習ができるのでと

ても効果的ですが、メトロノームなしで行う

と、合奏する意識や責任感が増して、さらに効

果があります。ゆっくりなテンポだとかなり難

しくなりますが、メトロノームに頼らずにキー

プすることを意識できるようになるはずです。

また、ギターチームだけ、ボーカルチームだけ

などとパート別に行ったり、いくつかのテーム

に分かれて、別のパターンを同時に行ったりし

ても良いでしょう。

　慣れてきたら、譜例４のように音符と休符を

アットランダムに配置してフレーズにしたり、

弾くコードを変えていっても良いでしょう。

難易度は上がりますが、音楽的になっていくの

で、楽しみながら練習ができると思います。繰

り返しますが、大事なことは音符の長さと休符

の長さを弾き分けて演奏することです。

　初歩のリズム・トレーニング（ここで言うリ

ズムとは、テンポやグルーヴも含みます）には、

楽器や特に難しいフレーズなどは必要ありませ

ん。最近では小さな子供たちのコミュニケーシ

ョン練習として、打楽器などを使ったリズム遊

びが行われています。リズムは音楽やバンド演

奏をする時の土台となるものです。ぜひ音楽の

楽しさの中に「リズム」があることも生徒に教

えてあげていただきたいと思います。

　基礎練習とは、基本的に地味でつまらないも

のです。「大事だからちゃんとやれ！」で済め

ば良いのですが、なかなかそうもいきません。

校風や気質にもよると思いますが、ストイック

に行うだけでなく、どうすれば楽しく、みんな

で基礎練習ができるのか、を考えてみる必要が

あるかもしれません。

文・辻 伸介

　リズムは音楽の要です。日本人は世界の国々

に比べ、「リズム」が弱いと言われます。しか

し、日本人が端的にリズム感が悪いというわけ

ではありません。「気にしていない」だけなの

です。日本人が音楽を聴く場合、「歌詞」や

「メロディー」に重きが置かれます。また、音

楽を演奏する時に気にかけるのは「感情」と

「テクニック」です。さらに言えば、「ルック

ス」「パフォーマンス」「コーラスワーク」と

いう部分をバンドをやる上でポイントとするこ

とが多いようです。もちろんそれらも重要なフ

ァクターですが、ポピュラー・ミュージックに

おいて、最も重要なのは「リズム」です。リズ

ムがメンバー同士や観客との唯一の共通項とな

ります。

　個々の歌唱や楽器の上達、アンサンブルをま

とめるためにも、まずはリズムがあって、初め

て音楽であることを理解していただき、効果的

な基礎練習でリズムを強化しましょう。

　一口に「リズム」と言っても、日本人の悪いク

セで、様々なことを一括りにしてしまっている

ので、ごちゃごちゃに使っている言葉を、まず

は明分化してみましょう。整理すると、①テン

ポ ②リズム ③グルーヴに分かれます。

　メトロノームに合わせて演奏することやハシ

ったり、モタったりすることに関するのは「テ

ンポ」のことです。「リズム」とは、いろいろ

な音符や休符の長さをちゃんと保って演奏する

こと、フレーズが気持ち良くはまっているかに

関わること。「グルーヴ」とは、演奏全体が作

り出す1つの大きな「波」の総称で、ジャズの

世界では「スウィング」と呼んでいます。アド

バイスをする方も受ける方も、この違いを曖昧

にしているため、真意が伝わらないことがよく

あります。「リズムを良くしたい」と言う生徒

に対して、「メトロノームの練習をしっかりと

しなさい」と言うのは間違ったアドバイスで

す。しかも、生徒の方も、実は「メトロノーム

に合わせて演奏ができない」という、テンポキ

ープに関する悩みの場合もあり、その時に先ほ

どの答えでは、何もアドバイスしていないのと

同じことになってしまいます。また、そういっ

たボタンの掛け違いの答えを聞いても、多くの

日本人は「はい」としか言わないのが常です。

　テンポ、リズム、グルーヴだけでなく、「ノ

リ」という言葉もよく使います。グルーヴと同

じ意味で使われる場合もありますが、本来は

「高揚している」「ヤル気になっている」「空

気が読めている」というような意味です。ま

た、「素早く行え」という意味で、「テンポ良

く」という表現もします。本当に日本人はニュ

アンスで言葉を上手に使う、類希なる優れた民

族だと思います。まずは指導する側が言葉の意

味をしっかりと使い分けることで、アドバイス

が的確になります。

　テンポをキープさせるためにはメトロノーム

を使うのが一番です。実際にバンドなどで演奏

する時に、メトロノームを流しながら行うこと

も良い練習方法ですが、あまりやり過ぎると、

堅苦しい、それこそ感情のこもらない演奏にな

りがちです。テンポ感は本来、個人のスキルと

して上達させなければならないものなので、

各々がしっかりとメトロノームで練習をして、

合奏に臨む方が良いでしょう。

　例えば、譜例1のようなフレーズを足などで

テンポを取りながら手拍子します。手が痛くな

るので、両手で腿を叩いたり、ドラムの練習台

をスティックで叩いても構いません。これはリ

ズムの練習ではないので、手拍子のフレーズが

様々に変わっても、メトロノームとズレていな

いかを重視します。この練習を「チェンジアッ

プ練習」と言います。手で叩くフレーズが変わ

ほとんどの人が曖昧に使っている
「リズム」という言葉の再定義

テンポキープを身に付けるための
体を使った効果的な練習方法

音符と休符の長さを理解することが
リズム・キープ体得への第一関門

▼譜例1　チェンジアップ練習の例

▼譜例2　ペア練習の例

▼譜例3-1

▼譜例3-2

▼譜例3-3

▼譜例4

リズムはコミュニケーション・ツール
楽しく練習を行いましょう

リズム・トレーニング初級編

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習
基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！
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して練習しよう」とアドバイスをしてください。

ボーカリストにはバックビートで手拍子をした

り、腿を叩きながら歌うように練習させると、

バンドの演奏にハマるようになっていきます。

　この 3 次元の世界には、必ず裏と表がありま

す。裏があるから表があり、裏のない表などは

あり得ません。人間も裏表のある人は裏の顔が

あるから、そう言われるのです。また、重力が

支配するこの地球上で、上がらずに下がるもの

はありません。音楽も同様で、裏と表、アップ

とダウンがあって、初めてグルーヴが生まれま

す。コンピューター・サウンドが今なお機械的

に感じるのは、この 2 つがないからです。人間

にしか出せないもの、感じられないもの、それ

が「グルーヴ」なのです。

　世界の国々と比べると、日本は「行進」が下

手だと言われます。それは日本人が行進する際

に、足を地面に付けたタイミングで「1、2」

とカウントするのに対して、他国では足を上げ

た時にカウントするからです。他にも、例えば、

腕立て伏せをする場合、日本人は上体を下げる

際に数を数えますが、欧米では腕を伸ばして体

を上げる際にカウントします。足を上げたタイ

ミングでカウントする練習をするなど、まずは

慣習の違いを変えてみて、「グルーヴ」という

ものを体感することが上達の近道です。

　音楽上では、グルーヴのアップの位置のこと

を「裏拍」と呼びます。グルーヴはすべて裏拍

＝アップから始まります。まずこれを理解して、

演奏する際に意識することが大切です。譜例 3

のようにギャロップ（足を入れ替えないで行う

スキップ）を前に出した足からではなく、後ろ

に構えた足からスタートさせます。すると、「タ

ーンタ、ターンタ」ではなく「タタン、タタン」

と後ろから押される感じになると思います。あ

るいは、童心に戻って「アルプス一万尺」や「茶

摘み」「おちゃらかほい」など、2 人でペアに

なって手遊びをすることも効果的です。もちろ

ん軽音楽部員なのですから、メトロノームを使

ってテンポを崩さないように行いましょう。そ

の際にメトロノームを裏の位置に出して、裏に

来る言葉にアクセントを付けたり、4 分音符で

足踏みをしながら行うと、さらに効果的です（譜

例 4）。「ストイックな練習にならない」と懸念

されるかもしれませんが、グルーヴは音楽の中

にあります。音楽と一緒でないと、グルーヴ感

は養われません。馴染みのある童謡で楽しみな

がら練習することも、決して遠回りではないの

です。

　バックビートの項でお話したように、日本人

は1拍目で音楽を感じます。これは日本語（特

に標準語）のアクセントがほとんど最初の文字

にあることからくる現象です。しかし、外国語

は単語や文章のアクセントがあまりアタマに来

ないので、弱起（1 拍目より前からメロディー

が始まること）が多くなります。音楽の構造的

に1拍目はとても重要なので、疎かにしてはい

けませんが、ロックという外来音楽を理解する

には、まずバックビート、裏拍から表拍（アッ

プからダウン）への流れ、弱起など、西洋音楽

の成り立ちや言語文化を知ることが必要になり

ます。

　今回は、練習方法というよりも解説の方が多く

なってしまいましたが、まずはメンタル的なこと

から理解しなければ、グルーヴは習得できません。

しかし、最近の若者は産まれた時からロックや英

語が周りにあり、今のJ-POPや J-ROCKの1

拍目にアクセントがない歌詞やメロディーに慣れ

ています。もしかしたら、大人の方が難しいかも

しれません。

文・辻 伸介

　前回の記事では「我々、日本人は『リズム』

という言葉を曖昧に使っている」「リズムとい

う言葉には『テンポ』や『グルーヴ』という内

容も含まれている」とお話ししました。テンポ

とリズムに関しては前号を参照していただくと

して、今回は「グルーヴ」について解説します。

　まず「グルーヴとは一体、何なのか」という

ことですが、ポピュラー・ミュージックを生ん

だアメリカの人たちが言い出したことなので、

日本人にはなかなか理解しにくい概念です。特

にリズムに疎い日本人には、かっこ良い言葉の

響きとメンタル的なイメージだけが先行してし

まっているようです。よく「グルーヴ＝ノリ」

と解釈されていますが、この 2 つは離して考

えた方が良いと思います。

　故・忌野清志郎が客席に向かって「ノッてる

かーい！」と叫んでいたように、「音楽に身を

任せて楽しむ」「音楽を聴いて体が動いてくる」

感じが「ノッている」という状態であり、本来

は「グルーヴ」とは似て非なるものと言えるで

しょう。演奏者からすると、「グルーヴ」とは

受動するものではなく、能動するものだと考え

れば、わかりやすいかもしれません。音楽を演

奏する際に、いかに楽曲を「グルーヴ」させ、

その結果、聴く側を「ノせる」ことができるか、

ということです。この感覚はクラシックにはあ

りません。

　欧米人や、もしかすると日本人以外のアジア

人は音楽を演奏する際にグルーヴする感覚を最

初から持っています。しかし、日本人にその感

覚がないのではなく、音楽を演奏する際に必須

なものとして捉えていないだけなのだと思いま

す。日本人にとってのグルーヴ練習とは「覚え

る」ことではなく「発見していく」こと、ある

いは「目覚めさせる」ことに近いのかもしれま

せん。

　とはいえ、日本人のDNAに組み込まれてい

る「日本式の音楽の感じ方」から欧米のそれに

変換するのは並大抵のことではありません。ま

ずは「欧米式の音楽の感じ方」、すなわちロッ

クの「ノり方」を分析してみるところから「グ

ルーヴ」について考えてみましょう。

　グルーヴ感は持って生まれたセンスや音感な

ど、ポテンシャルによるものと思われがちです

が、歌や楽器の技術、音楽知識と同じように「グ

ルーヴする練習」を行えば、メキメキと良くな

ります。なぜなら、前述したように日本人はグ

ルーヴができないのではなく、しようとしてい

ないだけだからです。

　日本と欧米では拍子の感覚が違います。4 分

の 4 拍子の楽曲で日本人が手拍子をする場合、

ほとんど 1 拍目と 3 拍目に手を打ちます（譜

例 1）。しかし、これでは宴会でオジサンたち

が歌いながら手拍子をしている時のように、少

し「どっこいしょー」という野暮ったい感じに

なってしまい、ロックのグルーヴには合いませ

ん。ロックのグルーヴ・ポイントは 2 拍目と

4拍目（ドラマーがスネアを叩く位置）にあり、

これを「バックビート」と呼びます。わかりや

すく童謡で比べてみると、例えば、「さーいー

たー、さーいーたー」と「チューリップ」を 1

拍目と 3 拍目で手拍子する時よりも 2 拍目と

4 拍目でした方が、なぜか体が勝手に動き出し

て、楽しくなってくると思います（譜例2）。

　演奏する際に、この感覚を常に持つためには

メトロノームのテンポを半分にして、2 拍目と

4 拍目に感じながら合わせる練習が効果的で

す。4 分音符で出した時よりもバックビートを

意識することができ、アンサンブルになった時

でもスネアを感じながら演奏することができる

ようになります。特に効果があるのはドラマー

とボーカリストです。テンポキープが苦手なド

ラマーには「スネア（バックビート）を気持ち

の良いポイントで叩き続けられるように、意識

グルーヴするDNAを呼び起こす、
バックビートの感覚

ウラがなければ、オモテはない
アップしなければ、ダウンしない

▼譜例1　4分の4拍子の場合の日本人の手拍子

▼譜例2　「チューリップ」のメロディーとバックビートの手拍子（下段）

日本と外国の言葉や文化、
音楽の成り立ちの違いを理解する

▼譜例3　裏拍から押し出されるような感覚を掴むのがポイント

▼譜例4　裏から表、アップからダウンへの感覚を身に付けること。下段は裏拍のメトロノームの位置
リズム・トレーニング上級編

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習
基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！



11 10　　月刊 軽音楽部 VOL.82 月刊 軽音楽部 VOL.82

　楽器パートの人が基礎練習をするような感覚

で、しっかりとリズムに合わせて呼吸すること

を心がけてください。リズムに呼吸が合い出す

と楽器を演奏しているような感覚になり、地味

な基礎練習も楽しくなってくると思います。

　次は声帯を鳴らし、音を出して音域をコント

ロールする B エリアのための「リップロール」

の基礎練習と発声練習です。まずリップロール

のやり方を説明します。肩の力を抜いて、腹式

呼吸で肺に十分に息を吸い込んでお腹がぷっく

りと膨らみ、息を吐く時にお腹が凹んでいく感

覚で、鼻から空気を出さずに口から息を吐きま

す。その際、口蓋を開き、舌根を下げることが

重要です。息を吐く時に歯を噛み合わせ、口を

完全に閉じた状態で唇を震わせながら「プルル

ルルー」と発声します。もし「ブ、ブッ、ブウー」

という風に息と発声が乱れる場合は 100% の

腹式呼吸ができていないということです。5 〜

10 秒以上「プルルルルー」と自然に継続でき

れば、腹式呼吸で声帯の音が安定した筋肉の状

態で鳴っているということになります。

　はじめのうちは軽く口の周りを指で押さえて

やってみるとコツが掴めると思います。リップ

ロールに慣れるまでは多少の個人差はあります

が、なかなかうまくリップロールができない人

でも地道に繰り返せば、必ず誰でもできるよう

になります。焦らず、根気強くトライしてくだ

さい。

　リップロールができるようになったら、リズ

ムの中で練習すると、より効果的です（譜例2）。

この基礎練習を習慣づけることで「呼吸のポン

プ」と「声帯の鳴り」がリズムにきっちりと合

うようになり、歌のリズム感も良くなっていく

と思います。

　腹式呼吸によるリップロールで音が鳴ってい

る状態は、歌っている時に声が枯れにくくなる

ことにもつながります。また、歌う前の喉のウ

ォーミング・アップとしても有効で、リップロ

ールでしっかりと喉を温めておくと声の持久力

もアップします。

　最後に、音色をコントロールする C エリア

の基礎練習と発声練習です。人間は口を開ける

と、無意識に舌根が上がる（喉が閉まる）よう

になっています。これは体内にバイ菌などが入

らないようにするための本能的なものです。こ

れを意識的にリップロールの状態から自然に発

声できるように練習していきます。

　複式呼吸でリップロールしながら口蓋を開い

て、舌根を下げた状態を保ったまま音を止めず

に口を開け、「アァアアアア」と発声します。

慣れていないと舌根が上がり、喉が閉じて細い

音になってしまうと思いますが、舌根を下げた

まま力を抜いて、口だけを開けて発声すること

ができれば、太くて芯のある声が自然に出ます。

焦らず、何度も繰り返してマスターしましょう。

理論的に考えるよりも感覚的に自分の声を太く

て、芯のある声に近づけていく意識を持つこと

が大切です。イメージとしては遠くの山に向か

って「ヤッホー」と大きな声を出すような感じ

で発声すると、比較的簡単にできるようになる

と思います。

　スムーズにできるようになったら、A、B エ

リアもしっかりと意識しつつ、リズムに合わせ

て同じように発声練習をしましょう。先ほどの

譜例 2 をリップロールから上記の C エリアを

使った発声に変えて行ってください。やはり♩

＝ 100 〜 120 くらいの、ゆっくりなテンポ

から始めましょう。

　発声の練習は楽器と違って目に見えないの

で、難しく感じる生徒もいると思います。しか

し、「体の使い方を覚える」という意味では楽

器の習得と同じです。まずはゆっくりと優しく、

安心感を与えながら指導にあたってください。

文・伊丹谷良介

　楽器の基礎練習と同様に、ボーカリストにも

基礎練習が必要です。音程や感情表現などが上

手に歌えているかどうかではなく、ボーカリス

トとして「声で奏でているか」という観点に立

ってみると、体を使って音を出すボーカルも「楽

器」なので、たとえ上手に「歌う」ことができ

ても発声がしっかりとできていない状態では、

ギターやドラムといった楽器を「鳴らせていな

い」のと同じです。多くの人が「ボーカルは天

性の才能によるもの」と勘違いしていることが

多いようですが、実はボーカリストこそ基礎的

な練習が必要なパートなのです。発声の基礎練

習を行い、「楽器」として体を使えるようにし

ていきましょう。

　まず発声の身体的なメカニズムを、呼吸をコ

ントロールする「A エリア」、呼吸によって声

帯を鳴らし、音域をコントロールする「B エリ

ア」、声帯で発声された音の音色をコントロー

ルする「C エリア」という 3 つのエリアに分

けて考えます。少し専門的になってしまいまし

たが、その概念を理解していただいた上で、ま

ずはAエリア、次にAエリアを元にBエリア、

そして、最後に A、B エリアを元に C エリア、

と順番にステップアップして練習してくださ

い。個々の改善点や今後の練習方法も見つけら

れるように、顧問の皆さんもぜひ取り組んでみ

ていただきたいと思います。

　歌の呼吸で重要なのは「腹式呼吸」です。ま

ず A エリアの腹式呼吸の基礎練習から始めま

しょう。A エリアでしっかりと腹式呼吸ができ

るようになるだけで、ビックリするほど音域が

広くなります。それだけではありません。声に

アタックが出たり、音程の安定感も良くなり、

声の表情と歌の存在感も出てきます。つまり、

特にボーカリストにとって、この腹式

呼吸の基礎練習が「声の要」となるわ

けです。

　私たちが日常生活の中で行っている

「胸式呼吸」では、空気を吸った時に

お腹が凹み、空気を吐いた時にお腹が

膨らみます。「腹式呼吸」はこの反対で、

空気を吸った時にお腹が膨らんで、吐

いた時にお腹が凹む呼吸法です。人間

は眠っている時やあくびをする際、無

意識に腹式呼吸をしています。無意識

で行っていることを自分の意思ででき

るようにすることが目標です。腹式呼

吸ができるようになれば、ボーカリス

トにとって必要な背筋や腹筋などの筋

肉が自然と鍛えられていきます。

　1 人で腹式呼吸のお腹の凹凸を確認

するよりも、複数人でお互いをチェッ

クし合いながら練習した方が効果的です。まず

は全員で円座になり、お腹に手を当てます。リ

ーダーが「はい、ゆっくり吸って～。はい、ゆ

っくり吐いて～」という感じで、腹式呼吸を最

初は3秒ずつくらいかけて繰り返しましょう。

　腹式呼吸がスムーズにできるようになった

ら、リズム練習も含めて、メトロノームや適

当な楽曲に合わせて行います。♩＝ 100 〜

120 くらいのテンポで「2 小節吸って、2 小

節吐く」「1 小節吸って、1 小節吐く」「2 拍吸

って、2 拍吐く」「1 拍吸って、1 拍吐く」「半

拍吸って、半拍吐く」を 2 回しずつなど、連

続して行うと良いでしょう（譜例1）。

呼吸をコントロールする
腹式呼吸の基礎練習

音域をコントロールする
リップロールの基礎練習

譜例1　腹式呼吸をリズムに合わせて行う

音色をコントロールする
喉の基礎練習

▲譜例2　リップロールをリズムに合わせて行う。リップロールを発声に変えれば、Cエリアの練習になります

▲発声の3つのエリアのイメージ図

みんなでやる発声練習

みんなみんなででできるできる基礎練習基礎練習
基本を笑う者は基本に泣く！基本を笑う者は基本に泣く！
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　初歩の段階では、リズムに乗って体を動かし

たり、キメやアクセントを体が動くくらい大き

く捉える、他メンバーと合わせるべきところを

体を使って行う…といったことを意識するだけ

でも見え方はだいぶ変わります。個人の例で言

えば、しっかりと前を向いてプレイしているか、

顔の表情を意識しているか、演奏中にメンバー

とアイ・コンタクトを取っているか、歌ったり

演奏していない時に気が抜けていないか…など

もチェックしてみてください。特にフロント・

マンであるボーカリストは、手の使い方や目線

なども重要です。

　ギター・アンプやベース・アンプといった大

会の常設機材は、普段学校で使っているものと

違う機種になります。同じ型番であっても個体

差があるので音は変わります。当日にあたふた

しないためにも、現在ではエフェクターを使っ

て音を作り、アンプによる音の変化を少なくす

ることが一般的です。使用機材が一緒なのにも

関わらず、バンドごとにサウンドが違うことや、

楽曲に合った音作りをしているかも注目して欲

しいポイントです。

　ギターとベースは、チューニングにも注意が

必要です。初心者の場合はそこまで気がまわっ

ていないことも多々あります。また、楽器本体

の調整ができていなかったり、変則チューニン

グに全員が合わせていなかったりすると、せっ

かくの演奏も台無しになってしまいます。

　サウンド面に関しては、キーボードも同様の

ことが言えます。キーボードを持ち込んだバン

ドは、音色の調整をしていることがほとんどで

す。また、ドラムのペダルやスネアも普段との

違いに苦しむ可能性があります。スネアやペダ

ルを持ち込んでいないドラマーは、違和感を感

じながらプレイしているかもしれません。

　コピーの場合、注意が必要なのは「選曲」で

す。レベルに合っていない楽曲であれば、ミス

が多くなるのも当然です。挑戦と確実性とのバ

ランスが難しいですが、各バンドのレベルと選

曲をアナライズしてみても面白いと思います。

　また、全国ではオリジナル曲を作っている学

校やバンドが増えています。楽曲自体の良し悪

しではなく、その「創作過程」を推し量ること

も参考になります。メンバー間で意見を出し合

い、きちんと「揉め」ながら1つの作品を作っ

てきたか、お互いを尊重しながら自分の居場所

を理解し、「One for All, All for One」になっ

ているか、皆んなでメッセージを伝えようとし

ているか…といった辺りを探っていくと、バン

ドとしてのまとまりが見えてきます。

　大会において、いくら個人力より総合力（ア

ンサンブルや演奏のまとまり）を重視して審

査しても、やはり技術力が高い方が有利にな

ることは間違いありません。単純に、上手な

バンドの演奏を見るだけでも部員のモチベー

ションは上がると思います。「あんな風に歌っ

たり演奏してみたい」という憧れは、大きな

原動力となるでしょう。しかし、本当に見る

べきポイントは、「上手さ」ではなく「巧さ」

です。高い技術力を使っていかに楽曲を表現

し、アンサンブルにマッチさせているか。自

己表現だけではなく、合奏のために身につけ

た技術を使っているか…は、研究してみる価

値がある部分です。

　また、賞を獲るようなバンドに共通してい

るのが「リズムの良さ」です。個人個人もそ

うですが、バンドでのリズムの一体感をどれ

だけ重視しているかは、総合力として表れま

す。リズムの良さは、スタッカート、テヌー

ト、音価、強弱、アクセント、シンコペーショ

ンといった音楽的な部分の習熟に表われると

も言えます。

　パフォーマンスと言っても千差万別ですが、

「見られている」と「見せている」ではステー

ジングに大きな違いが出ます。いわゆる「発

表会」とポピュラー・ミュージックの「ライ

ブ」では目指す目標が少し違います。軽音楽

はエンターテイメントなので、何かを「伝え

る」意識も必要です。当然、慣れもありますが、

ステージ内だけを気にして演奏しているのか、

ステージの外の観客に向けて全員で何かを伝

えようと演奏しているかは、大きな差となっ

て出てきます。

プレイ

パフォーマンス

機材、サウンド・メイク

楽曲

第3回 高等学校軽音楽コンテスト 中部大会 グランプリ
カカオ52％／愛知県立岩倉総合高等学校
まさに総合力の勝利。全員のリズムのキレが心地良い

第8回 愛知県高等学校軽音楽大会 奨励賞
すずらん／名古屋経済大学市邨高等学校
大人数でのオリジナル曲。演奏のまとまりが強み

の演奏映像を見るポイントの演奏映像を見るポイント
軽音協の Youtube チャンネルは、学内外での軽音楽部の宣伝や記念として活用していただ軽音協の Youtube チャンネルは、学内外での軽音楽部の宣伝や記念として活用していただ
くと共に、「他校との違い」を研究する良い材料になります。音楽的なチェック・ポイントくと共に、「他校との違い」を研究する良い材料になります。音楽的なチェック・ポイント
を挙げてみますので、良いプレイは参考にし、まだまだな部分は反面教師として、部員たちを挙げてみますので、良いプレイは参考にし、まだまだな部分は反面教師として、部員たち
と一緒に何度も見てモチベーション・アップ、ステップ・アップへとつなげてください。と一緒に何度も見てモチベーション・アップ、ステップ・アップへとつなげてください。

人のプレイ見て我がプレイ直せ

2020年から最新の夏大会（2024年）まで、
全国学校軽音楽部協会主催の大会に出場した
583バンドの演奏映像を視聴できます。プロ
ジェクターで動画を映し出したり、部のPAシ
ステムで音声を大きく出力するなどして意見
交換や検証を行うなど、部活動全体はもちろ
ん、各バンドや個人でも、他校のバンドから
学び、演奏技術やパフォーマンス、ステージ
での振る舞いの参考に活用してください。

軽音
ちゃん
ねる

QRコードを読み
取って、チェック！

出場バンドの演奏映像を
YouTubeで公開中！

高等学校軽音楽コンテスト
近畿北陸大会

19バンド

第8回

高等学校軽音楽コンテスト
中部大会

20バンド30 バンド

第10回

高等学校軽音楽文化祭
国際大会

8 バンド

第1回

愛知県高等学校軽音楽大会
第15回

高等学校軽音楽コンテスト
関東大会

25バンド

第5回

全国学校軽音楽部協会

特定非営利活動法人
全国学校軽音楽部協会

keionkyo.org
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令和時代のブカツの在り方を探る

日本部活動学会
第8回大会のご案内

企画趣旨：「中学校学習指導要領」にもあるように「部活動」は、「学校教育が目指す資質・能

力の育成に資 するもの」として「学校教育の一環」に位置づけられてきた。「運動部活動の在り

方に関する総合的なガイドライン」(スポーツ庁、2018)においても「生徒同士や生徒と教師等

との好ましい人間関係の構築を図ったり、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感を涵養

したりするなど、生徒の多様 な学びの場として、教育的意義が大きい」と、その意義が認められ

ている。

　一方で、中学校では少子化による生徒数の減少から部員数が少なくなり、部活動が成り立たな

くなっているケースが増えている。また、部活動指導からくる教師の長時間労働の問題や、未経

験の競技を指導する教師の負担や指導力不足の問題も言われている。今まで通りの形で部活動を

学校で維持していくことは、もはや不可能である。それに対して、2020年に文部科学省は、

2023年度から3年間で休日の部活動を地域に移行する考えを打ち出した。現在、その改革推進

期間が継続中である。「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」中間とり

まとめ〈案〉によると、この方針は2031年度まで維持されることになっている。

　部活動の地域移行（連携）の方針が打ち出されて以来、部活動改革の議論は「地域移行あり

き」の 様相を呈している。部活動は、文化・スポーツ活動に親しむ機会であると同時に、生徒の

大切な居場所の1つでもある。もしも部活動がすべて地域に移されるなら、それらが果たしてき

た教育機能は誰が、いつ、どのカリキュラムで代替するのだろうか。また、部活動の教育的な意

義を残しながら、新たなブカツの形を模索し、学校内で活動することは不可能なことなのか。本

シンポジウムでは、部活動 の歴史を検証し、その教育的な意義を確認しながら、文化部活動や運

動部活動の新しい「ブカツ」の 形を議論していきたい。

日時：2025年3月8日(土) 参加費：

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
アクセス：https://nyc.niye.go.jp/access

会　員：1,000 円(学生会員は無料)
非会員：2,000 円(学生 1,000 円)
情報交換会[任意]：5,500 円(会員・非会員共通)

中山弘之先生

参加申込 お申し込みはこちらから

https://bukatu08.peatix.com

【お問合せ】日本部活動学会第8回大会・事務局　mitani@keionkyo.org

※参加費「プログラム・発表要旨集」誌代を含む
※参加費は当日会場にてお支払いください（現金のみ）

学術研究の報告　  9:30～12:00
シンポジウム　　13:10～16:00
情報交換会　　   18:00～20:00

シンポジウム

愛知教育大学

朝倉雅史先生
筑波大学

玉木博章先生
中京大学

有山篤利先生
追手門学院大学

会場：国立オリンピック記念
　　青少年総合センター

教育学

運動部

文化部

コーディネーター

　今月号では「第 2 回 全
国高等学校軽音楽部オリジ
ナルソング・グランプリ」
にて「バンド部門」の優秀

賞を受賞した、兵庫県三田市にある三田学園高等
学校 軽音楽部顧問の笹島裕之先生にインタビュー
を行いました。同校が母校でもある笹島先生は、
この先もずっと残り続ける部活動を目指し、主体で
ある部員たちの「こんな軽音楽部にしたい」とい
う意見を大切にしながら運営されているそうです。
また、毎年の合宿では、学年の垣根を越えた混合

バンドを結成し、難しい課題曲に挑戦したり、先輩・
後輩のコミュニケーションを積極的に行い、縦のつ
ながりを強固なものにしているとのことでした。
　1 月は、滋賀県と京都府で「軽音学ぶセミナー」
を開催。「音と電気と音響の基礎知識」
に関する座学にはじまり、ボーカル・ギター・ベー
ス・ドラム・キーボードのパートごとのレッスンや
バンドクリニック、ベースとドラムによる「リズム
セクション講座」など、4 月から後輩を持つ現
役生に向けて、ブラッシュアップを目的としたセ
ミナーを実施しました。セミナーへの参加をきっ
かけにモチベーションが向上し、ますます練習に
励んだり、後輩へ指導する際のポイントなどが伝
わっていると嬉しく思います。　1 月 26 日（日）
には、日本工学院専門学校（東京都・蒲田）にて、
オリジナル曲限定の「バンドクリニック」を開催
しました。各校の開始時刻の 1 時間前にボーカ
リストに向けた「ボーカルレッスン」を行い、発
声方法や滑舌、歌詞の乗せ方などのアドバイスを
行った上で、50 分間のバンドクリニックを実施。
音作りやアレンジ、サビへの盛り上げ方など、講
師陣が具体的なアドバイスをいくつも行い、オリ

ジナル曲を演奏する際のアイデアを伝えました。　
　3 月下旬の春休み期間中に「高等学校軽音楽コ
ンテスト関東大会・中部大会・近畿北陸大会」を
各地で開催します。おかげさまで、回数を重ねる
ごとに申込校／バンド数が増えており、初エント
リーの学校さんも少なくないなど、主催者として
嬉しく思います。ぜひ予選結果の如何にかかわら
ず、当日はたくさんの部員さんで会場までお越し
いただき、本選出場校（バンド）の演奏を聴いたり、
審査員の講評に耳を傾けるなど、学びの機会にし
ていただけると幸いです。

左のQRコード
から記事を読む
ことができます

大会は「楽しむ」「楽しませる」ことが
主目的の演奏会とは少し違います。悔
いのない演奏をするためには、部活動
としての大会の意味とは何かを考え
てみましょう。

全国の約 4,800 校の高等学校の中
で軽音楽系の部活動がある 2,042
校のリストです。
「月刊 軽音楽部」は顧問あてに無料
配布しています。 リストはこちら

  Event Calender

  役に立つオススメコンテンツ

  編集後記

軽音学ぶセミナー

軽音合同演奏会

その他

 3月29日（土）  第9回 高等学校軽音楽コンテスト近畿北陸大会（宇治市文化センター 大ホール）

 3月25日（火）  第6回 高等学校軽音楽コンテスト関東大会（国立オリンピック記念青少年総合センター 大ホール）

 3月30日（日）  第11回 高等学校軽音楽コンテスト中部大会（名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館））

お問い合わせ：info@keionkyo.org　TEL：045-913-0901

 2 月 8 日（土）	 兵庫県　会場：兵庫県立兵庫高等学校

 2 月 15 日（土）	 愛知県　会場：専門学校名古屋ビジュアルアーツ・アカデミー

 3 月 26 日（水）	 東京都　会場：宝塚大学

  2 月 1 日（土）会場：専門学校東京ビジュアルアーツ・アカデミー

配布校リスト

配布校リスト 配布校リスト

配布校リスト

全国学校軽音楽部協会／事務局　三谷暢之

▲パート別レッスンでは基礎の確認から応用までを実施

協会主催の春の3大会に向けて

▲オリジナル曲のアレンジやアンサンブルの講評を伝授
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ー コンサートスタッフのお仕事全般について

教えてください

小保方：コンサートスタッフの仕事は、一言

で言うと「お客さんが最高の時間を過ごせる

ようにすること」ですが、その内容は幅広く

あります。

　ライブはアーティストがステージで輝いてい

るように見えますよね。舞台のセットを担当す

る美術スタッフや楽曲の世界観に合わせてライ

ティングを行う照明スタッフ、アーティストの

歌や演奏が最高に聴こえるようにマイクやス

ピーカーの音を調整する PA エンジニア、舞台

上の総責任者として、すべての動きを把握して

調整・進行する舞台監督など、アーティストが

気持ちよくパフォーマンスできるように支える

仕事があります。

　他にも、チケットを確認したり、座席までの

ご案内やグッズを販売したりする仕事もありま

す。また、ライブが終わった後は安全に退場で

きるように誘導する仕事もあります。ライブと

いうものは人が一度に集まるので、混乱のない

ようにするのも大事な仕事になります。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか。

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

小保方：入学前に特別な知識は必要ありません。

ただし、コンサートやライブの現場では、音楽

のジャンルや演出の違いを理解し、状況に応じ

て柔軟に対応することが求められます。そのた

め、入学前からできるだけ多くのジャンルの音

楽を聴いたり、様々なアーティストのライブや

コンサートを観たりすることで、自分の中に「引

き出し」を増やしておくことが大切です。

　また、ライブやイベントの舞台裏に興味があ

る場合はステージの作りや照明、音響の変化、

スタッフの動きなどにも注目しながら観ると、

より深い理解につながります。実際にコンサー

トやフェスに足を運んで、観客の視点だけでな

く、運営側の視点からもイベントを観察する習

慣をつけるのもおすすめです。

ー お仕事の楽しいところや、やりがいを感じ

る瞬間を教えてください

小保方：たくさんの観客が集まるコンサートや

イベントに運営側の一員として関わり、その舞

台裏を知ることができるのは、この仕事ならで

はの魅力です。アーティストが最高のパフォー

マンスを披露し、それを見た観客が感動し、笑

顔になっている瞬間に立ち会えることは、大き

なやりがいにつながります。自分が携わったイ

ベントが成功し、多くの人の思い出に残る時間

を作り出せたと実感できた時は、特に大きな達

成感を感じます。

　また、コンサートスタッフの仕事を通じて、

音楽の趣味の幅が広がるのも楽しみの 1 つで

す。普段は、あまり聴かないジャンルの音楽に

触れる機会が増え、新しいアーティストやバン

ドの魅力を発見できることもあります。さらに、

チームワークが不可欠な仕事であるため、普段

の生活ではなかなか出会えない人たちと知り合

い、一緒にイベントを作り上げる楽しさを味わ

えるのも大きな魅力です。時には忙しく、大変

な場面もありますが、大勢のスタッフが力を合

わせてトラブルを乗り越え、イベントが無事に

成功した時の達成感は格別です。

ー お仕事の大変なところを教えてください

小保方：突然のトラブルやスケジュールの変更

に対応しなければならず、常に緊急対応力が

求められます。また、多くの人たちが 1 つの

公演に対して関わっているので、全体のスケ

ジュールを把握するため、報告・連絡・相談を

大切にしています。

ー コンサートスタッフのお仕事は、どんな人

におすすめですか？

小保方：この仕事は音楽やイベント、エンタ

テイメントが好きで、誰かをサポートするこ

とにやりがいを感じたり、常に面白いことを

考えるのが好きな方に向いています。多くの

人たちと協力して作業を進めることが求めら

れるため、チームで働くのが得意な人におす

すめです。

ー コンサートスタッフの仕事を続けるのに大

切なことは何でしょうか？

小保方：コンサートスタッフとして仕事を続け

るためには、まず「エンタテイメントを楽しむ

こと」が非常に大切です。トラブルや急な変更

が頻繁に発生する現場では「柔軟性と適応力」

や「コミュニケーション能力」も求められます

が、まずは自分自身が楽しむことで「楽しいこ

と」が生まれるため、エンタメを全力で楽しん

でください。そして、楽しむために「体調管理」

をしっかりと行い、健康を維持していくことも

大事なことの1つです。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

裏方としてイベント裏方としてイベント
に携わる仕事ですに携わる仕事です

音楽やエンタテイメントにまつわる職業や業界

は多岐に渡りますが、一体どんな世界なので

しょうか。今回はコンサートスタッフの仕事に

ついて、日本工学院専門学校／コンサート・

イベント科の小保方ひなの先生に伺いました。日本工学院専門学校／日本工学院八王子専門学校

コンサート
スタッフ
の仕事

▲お客さんが楽しむ環境を作っていく
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ー 声優のお仕事全般について教えてください

寺田：声優の具体的な仕事について、わかり

やすいところで言うと、アニメや外国映画の

吹き替えが挙げられると思います。それから、

テレビやドキュメンタリーのナレーターなど

の映像にまつわるナレーション全般でしょう

か。元々、声優は俳優のお仕事だったので、

舞台をはじめ、ドラマや映画に出演するケー

スもあります。

　本校の声優コースの学生は「アニメ声優」に

なりたい子が多いのですが、外国映画の吹き替

えやナレーターに憧れて、入学する学生もいま

す。中には「俳優と声優のどちらに進もうかな

…」と、迷いながら入学してくる学生もいるの

ですが、最初の1年間は「俳優コース」も「声

優コース」も同じカリキュラムの授業を受ける

ことになります。1 年間、授業を受けて、2 年

生に進級するタイミングで、「俳優・タレント」

「声優」「ネットタレント」のどれかを選択でき

るのが、声優学科の特長の1つとなっています。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか。

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

寺田：入学前に必要な知識や資格などはないの

ですが、アニメはもちろん、映画や舞台などの

「表現」をしっかりと見ておいて欲しいと考え

ています。

　高校時代にやっておいた方が良いことについ

ては、「初見読み」をオススメしています。こ

れは文字通り、「初めて読む・初めて見る」こ

とを指すのですが、オーディションなどで原稿

をバッと渡されて、「早速、読んでください」

と言われる時があるんです。そのための訓練と

して、新聞や雑誌、本などをパッとページを開

いて、そこに書かれている文章を間違わずに

しっかりと読む練習をする…。最初のうちは、

すぐに噛んでしまったり、詰まってしまうと思

うのですが、このトレーニングを続けていると、

初めて読む文章であっても、落ち着いて、滑舌

よく発音することができるようになります。

　個人的には、高校生のうちに日常生活で見た

り、聞いたり、特に大切にして欲しいのが、「感

じたこと」をしっかりと記憶（記録）しておい

て欲しいと考えています。高校生の頃の感性で

見たものや聞いたもの、感じたことを自分の中

にストックしておくと、将来、自分が表現者に

なった際に「引き出し」として使うことができ

るようになります。

ー 声優のお仕事の楽しいところや、やりがい

を感じる瞬間を教えてください

寺田：単純に「（その役を）演じることが楽し

い」というところでしょうか…。もう少し具体

的に言うと、「何者にもなれる」という部分で、

特に声優に関しては「人間以外」にもなれるの

で、そこが一番楽しい部分だと思います。文字

で書かれたものである台本（二次元的なもの）

に生命を吹き込み、自分の声を使って演じてい

くところが、声優の醍醐味ではないでしょうか。

また、自分が演技をし、役になりきることで、

誰かの心を動かすことができる、特に不特定多

数の人々に想いを届けることができるという点

は、なかなか他の業種には当てはまらないと思

うので、やりがいを感じる瞬間の1つです。

ー 声優のお仕事は、どんな人にオススメですか？

寺田：「何かを演じたい」とか「自分を表現し

たい」という、何か伝えたいものがある人が声

優に向いていると思います。本校はもちろん、

プロの世界に入ってからも、技術面については

学ぶ機会がたくさんありますし、どんどんスキ

ルアップしていくものなので、「自分の表現を

見て欲しい！」と強く思える人にオススメの職

業です。

ー 声優の仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか？

寺田：1つ目は体調管理をしっかりと行うことで

す。声優さんは個人事業主ですので、現場に行

かないと収入がありません。そのため、体調管

理ができないといけないですし、特に喉のケア

に関しては、徹底的に行うことが大切になります。

　2 つ目は「常に自分を磨き続ける」という意

識を持つことです。絵が好きなのであれば、い

ろいろな美術館に行って絵を見たり、音楽が好

きなのであれば、いろいろなジャンルの音楽を

聴いて…というだけで構いません。また、自分

の感性を豊かにすることを念頭に、基礎練習を

繰り返して行い、スキルが落ちないようにする

努力を惜しまない点も重要と言えます。

　3 つ目は、どの業種にも言えることなのです

が、「好きなままでいること」です。「もう辞め

たら？」と周りから言われても「やります！」

と言えるくらいの人じゃないと、声優の業界は

厳しいところがあるので、周りから反対されて

も、やるんだ！という強い想いを持ち続けるこ

とが大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2025

常に自分を磨き続ける常に自分を磨き続ける
意識を持つこと！意識を持つこと！

音楽やエンターテイメントにまつわる職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回は声優の仕事について、専

門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー／

声優学科の寺田充典先生に伺いました。専門学校大阪ビジュアルアーツ・アカデミー

声優の仕事

▲実習を通じて、役になりきるためのスキルを磨きます
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